
市制５周年記念式典伊佐市

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

姉妹都市
大韓民国慶尚南道南海郡の伝統芸能

いさ太鼓まつり実行委員会による
６団体合同演奏「有頂天」

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

平成 25 年 11 月９日開催５th
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伊
佐
市
市
制
５
周
年
記

念
式
典
が
11
月
９
日
、
各

界
か
ら
の
来
賓
は
じ
め
市

民
ら
約
１
、０
０
０
人
が

出
席
す
る
な
か
、
伊
佐
市

文
化
会
館
に
お
い
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
姉

妹
都
市
大
韓
民
国
慶
尚
南

道
南
海
郡
の
伝
統
芸
能
や

い
さ
太
鼓
ま
つ
り
実
行
委

員
会
に
よ
る
６
団
体
合
同

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

華
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
式
辞
で
隈
元
市
長
は
、

伊
佐
市
誕
生
か
ら
の
５
年

間
を
振
り
返
り
、
５
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

喜
び
を
、
感
謝
の
気
持
ち

と
と
も
に
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
近
隣
市
町
の

市
長
・
町
長
・
議
長
な
ど

多
数
の
来
賓
の
方
々
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
式
典
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
、

表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
市
制
5
周
年
功
労
者
伊

　
佐
市
長
表
彰

（
敬
称
略
50
音
順
）

内
村
募 

大
塚
聖
作

上
田
中
章

亀
甲
訓
生

川
越
正
章

上
田
和
代

上
田
大
輔

御
書
力

児
玉
宗
孝

左
近
充
孝
子

髙
村
裕
子

武
睦
子

田
中
浩
太
郎

田
上
勝
葊

盛
大
に
市
制
５
周

年
記
念
式
典
挙
行

市内３校の高校生６人による「伊佐市市民憲章」の発表

　わたしたちは、住みよいまち、誰もが訪れたくなる伊佐市をめ
ざし、ここに憲章を制定します。

一  ともに支え合い、思いやりのあるまちをつくります。
一  自然と歴史を未来につなぎ、恵み豊かなまちをつくります。
一  きまりを守り、安心安全に暮らせるまちをつくります。
一  心身ともに健康で、生きがいと活力のあるまちをつくります。
一  郷土に誇りを持ち、進んで学ぶ文化のまちをつくります。

伊佐市市民憲
章



市内13校の小学５年生154人
による「伊佐市歌」の発表

５
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　【 

伊
佐
は
と
っ
て
も
い
ー
さ 

】

               

作
詞

　
伊
佐
の
子
ど
も
た
ち 

／ 

作
曲

　
北
岸 

和
夫

１ 

伊
佐
は
と
っ
て
も
い
ー
さ  

鳥
神
山  

高
く
そ
び
え

　 

力
あ
ふ
れ
る  

曽
木
の
滝  

い
つ
も  

ぼ
く
ら
の
そ
ば
に

　 

き
ら
き
ら
光
る
伊
佐
の
米  

こ
が
ね
色
の  

豊
か
な
み
の
り

　 

美
し
い
ふ
る
さ
と  

わ
れ
ら
の
伊
佐

２ 

輝
く
星
空
に  

蛍
た
ち
が
踊
り
だ
し

　 

大
き
な
夢  

胸
に
抱
き  

明
日
に
向
か
っ
て
ゆ
く

　 

流
れ
る
雲  

凛
と
し
た
花  

川
内
川
の
水
清
く

　 

美
し
い
ふ
る
さ
と  

わ
れ
ら
の
伊
佐

３ 

歴
史
あ
る
こ
の
ま
ち
に  

平
和
の
未
来
く
る
よ
う
に

　 

広
い
大
地  

川
の
恵
み  

は
ば
た
く
私
た
ち

　 

人
は
笑
い  

鳥
は
さ
え
ず
り  

手
と
手
を
つ
な
ぎ
生
き
て
ゆ
こ
う

 

　
美
し
い
ふ
る
さ
と  

わ
れ
ら
の
伊
佐

伊
佐
市
歌

末
冨
千
橿
（
元
財
団
法
人

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
館
理

事
長
）

木
下
勝
之
（
公
益
財
団
法

人
日
母
お
ぎ
ゃ
ー
献
金
基

金
理
事
長
）

　
ま
た
、
式
典
で
は
、
市

の
理
念
や
市
民
が
心
が
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と

な
る「
伊
佐
市
市
民
憲
章
」

や
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が

作
詞
し
た
郷
土
愛
あ
ふ
れ

る
「
伊
佐
市
歌
」
も
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
及
び
関
係
者
あ
げ

て
祝
っ
た
５
周
年
記
念
式

典
も
、
先
の
節
目
に
向
け

て
の
飛
躍
を
誓
い
、
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

帖
佐
誠

冨
重
圓

長
野
則
夫

新
納

　

平
瀬
信
雄
（
故
人
）

向
江
知
恵
子

向
原
正
子

山
口
智
寛

山
之
内
繁
美

横
山
初
美

吉
松
孝
義

※
旧
役
職
名
は
全
て
地
域

　
審
議
会
委
員

◆
市
制
5
周
年
伊
佐
市
長

　
特
別
表
彰

（
敬
称
略
50
音
順
）

井
上
雄
彦 

（
漫
画
家
：
伊

佐
市
出
身
）

遠
藤
定
義
（
株
式
会
社
Ｙ

Ｐ
Ｋ
代
表
取
締
役
）




